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近赤外分光法による食品中の水分含量測定法に対するスペクトル解析

　　　　　　　奈良女大家政　○遠藤奈麻子　高村仁知　的場輝佳

（目的）近赤外分光法（NIRS）は、食品成分の分析を非破壊の状態で、迅速かつ簡便に行

うことか可能で、近年食品業界などで急速に普及しつつある方法である。しかしこの方法

は、あらかじめ求めておいた化学分析値との間で求めた「回帰方程式」をもとに分析を行
うため、試料の種類か異なると適用することができない。その欠点を補い、食品一般に広

く用いることのできる「回帰方程式」を求めることを最終目的として、本研究では食品の
主成分の一つである「水」を取り上げた。’糖類をモデル系として用い、近赤外分光法によ

る水分含量測定法の確立を試みた。

（方法）各種糖類の水分活性値を変化させ、異なった水分含量を有する糖類を作成した。
ジメチルスルホキシド（DMSO）およびジメチルホルムアミド（DMF）を用いて、各糖類中

より水を抽出した後、その上清をNIR Systems社6250型RCA (透過モード、光路長1㎜、

25°C）によって、1100～2500niiiにおける二次微分スペクトルの吸光度を測定した。対照と
しての化学分析による水分含量の測定には乾燥法を用いた。両測定により得られたデータ

間で回帰分析を行ない、水分測定のための回帰式の作成を試みた。

　（結果）可溶性デンプンを用いた結果、DMSOで1940nni、DMFで1928nmの波長において、乾

燥法により得られた対照値との間で高い相関か認められた。デンプンの種類を変化させて
も同様の結果か得られたことから、この方法か糖類中の水分含量の測定に対して使用でき

る可能性か示唆された。　しかし糖種を変化させると、ピークを持つ波長のずれか生じた。

その原因としては、水の存在状態の影響を与えているのではないかと考えられた。

2Gp－4 嗜好飲料中のアルミニウムの定量とイオン化について

　　昭和女大生活科　○福島正子　谷村顕雄

＜目的＞　アルミニウムの経口摂取量およびその体内吸収・蓄積の可能性を知ることは，

人体への影響を知る上で意義深い．そこで日常摂取されることの多い緑茶，紅茶，ウーロ

ン茶，コーヒーおよびビール中のアルミニウム含有量を測定すると共にそれらのイオン化

について検討した.
＜方法＞　試料の緑茶，紅茶，ウーロン茶は４訂食品標準成分表に従って惨出後No. 5 C

のろ紙でろ過したものを用いた．コーヒーは穎粒状のインスタントコーヒー2gを90°Cの

熱水140 耐に溶解した後ろ過したものを，ビールはNo. 5 Cのろ紙でろ過したものを用い

た．これらの一部をテフロンボトルに秤取し，混酸を加えてマイクロ波加熱分解(FLOYD

RMS-150)後，原子吸光分光光度計()拉m鰭　Z 90001)で全アルミニウム量を測定した．

また，同試料溶液を適宜lOOml容コニカルビーカーに秤取し，塩酸でpHl.8に調整した後

37°Cに一定時間保持し，クロムアズロールs吸光光度法により波長620ninでアルミニウム

イオン量を測定した／なお，対照としてpH処理せず37℃に１時間放置ししたものを用いた.

＜結果＞　①緑茶および紅茶惨出液のアルミニウム含有量は多かったが，pH処理したもの

ものもしなかったものもアルミニウムはイオン化しなかった．②ウーロン茶はpHl.8にし

たものもしなかったものもアルミニウムの一部がイオン化しでいた，③インスタントコー

ヒー溶液中のアルミニウムはpHl.8にすることにより一部がイオン化した．④ビールは長

期間保存することによりアルミニウムイオン量が増加した．
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